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創

価

学

会

が

誕

生

す

る

前

は

、

大

石

寺

は

財

政

的

に

窮

乏

し

て

い

た

。

と

こ

ろ

が

、

東

京

の

寺

院

は

あ

る

程

度

の

檀

家

が

い

て

、

収

入

が

安

定

し

て

い

た

。 

東

京

の

末

寺

は

財

力

が

あ

っ

た

か

ら

、

御

本

尊

を

印

刷

で

き

た

の

で

あ

る

。 

だ

か

ら

、

多

く

の

住

職

は

、

田

舎

の

本

山

に

赴

任

す

る

よ

り

も

、

東

京

の

末

寺

の

住

職

に

な

る

こ

と

が

夢

で

あ

っ

た

。 

財

力

が

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

は

宗

内

に

対

す

る

影

響

力

も

強

く

、

本

山

は

東

京

の

末

寺

が

す

る

こ

と

に

対

し

て

、

い

ち

い

ち

口

を

だ

す

こ

と

は

な

か

っ

た

。 

そ

し

て

、

品

川

の

妙

光

寺

は

五

十

五

世

日

布

法

主

、

豊

島

区

の

法

道

院

は

五

十

六

世

日

応

法

主

、

同

じ

く

豊

島

区

の

常

在

寺

は

五

十

七

世

日

正

法

主

と

、

そ

れ

ぞ

れ

有

縁

の

法

主

の

御

形

木

本

尊

を

印

刷

し

て

、

信

徒

に

授

与

し

て

い

た

。 

当

時

の

様

子

を

「

さ

な

が

ら

群

雄

割

拠

の

感

が

あ

っ

た

」

と

あ

る

老

僧

が

語

っ

て

い

た

。 
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昔

は

、

本

尊

の

こ

と

だ

け

で

な

く

、

宗

内

の

様

々

な

こ

と

が

末

寺

中

心

で

あ

っ

た

。

葬

儀

の

や

り

方

な

ど

様

々

な

化

儀

は

そ

の

寺

の

住

職

に

よ

っ

て

異

な

り

、

後

年

、

化

儀

を

統

一

す

る

た

め

に

『

教

師

必

携

』

が

作

ら

れ

た

。 

そ

の

背

景

に

あ

っ

た

の

は

、

末

寺

で

の

得

度

制

度

で

あ

っ

た

。

今

、

本

山

で

行

わ

れ

て

い

る

年

分

得

度

制

度

（

十

二

歳

か

ら

の

得

度

）

が

出

来

た

の

は

、

日

達

法

主

の

時

代

で

、

そ

れ

以

前

は

末

寺

の

住

職

の

も

と

で

出

家

す

る

末

寺

得

度

で

あ

っ

た

。 

こ

こ

か

ら

、

自

然

に

有

力

寺

院

を

中

心

と

し

た

派

閥

が

出

来

上

が

り

、

多

く

の

弟

子

を

持

つ

東

京

の

寺

院

は

影

響

力

を

持

つ

よ

う

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。 

と

こ

ろ

が

創

価

学

会

が

誕

生

し

、

信

徒

の

急

激

な

増

加

に

よ

り

、

僧

侶

を

増

や

す

必

要

が

出

て

き

た

。

そ

こ

で

、

日

達

法

主

の

時

代

よ

り

、

本

山

で

一

括

し

て

得

度

す

る

年

分

得

度

制

度

が

出

来

上

が

っ

た

。 

こ

の

年

分

得

度

制

度

に

よ

り

、

僧

侶

は

す

べ

て

当

代

の

法

主

の

弟

子

と

な

り

、

末

寺

の

派

閥

が

解

消

さ

れ

て

い

っ

た

の

だ

。 
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戦

後

、

財

政

的

に

窮

乏

し

て

い

た

本

山

は

、

そ

の

打

開

策

と

し

て

、

富

士

宮

市

や

観

光

協

会

と

話

し

合

い

、

本

山

の

観

光

地

化

を

進

め

て

い

た

。 

 

そ

の

こ

と

を

知

っ

た

戸

田

会

長

は

、

大

石

寺

が

他

宗

の

よ

う

に

宗

教

を

売

り

物

に

す

る

観

光

地

と

な

る

こ

と

を

恐

れ

て

月

例

登

山

を

提

案

し

た

。 

そ

し

て

、

昭

和

二

十

七

年

か

ら

創

価

学

会

の

月

例

登

山

が

始

ま

り

、

そ

の

御

供

養

で

本

山

は

運

営

が

賄

え

る

よ

う

に

な

っ

た

。

 

 

今

、

宗

門

は

〃

登

山

を

し

な

い

と

成

仏

し

な

い

〃

な

ど

と

言

っ

て

い

る

が

、

か

つ

て

は

登

山

会

な

ど

な

く

、

御

開

扉

を

受

け

る

こ

と

が

出

来

た

の

は

、

一

部

の

僧

侶

で

し

か

な

か

っ

た

。 
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こ

の

よ

う

に

、

創

価

学

会

が

始

め

た

登

山

会

の

供

養

な

ど

で

本

山

は

財

政

的

に

豊

か

に

な

り

、

ま

た

、

本

山

で

の

得

度

制

度

が

確

立

し

て

本

山

在

勤

の

僧

侶

も

増

え

、

よ

う

や

く

大

石

寺

は

本

山

ら

し

く

な

っ

て

き

た

の

で

あ

る

。 明

治

三

十

七

年

の

政

府

調

査

に

よ

る

と

、

身

延

派

の

寺

院

数

は

、

三

六

八

五

。

住

職

数

は

二

九

八

二

。

信

徒

数

は

約

百

八

万

人

。

こ

れ

に

対

し

て

、

大

石

寺

の

寺

院

数

は

、

八

十

七

。

住

職

数

は

四

十

七

。

無

住

の

寺

が

半

分

ち

か

く

あ

っ

た

こ

と

に

な

る

。

そ

し

て

信

徒

数

は

、

約

二

万

八

千

四

百

人

。

日

蓮

正

宗

が

い

か

に

弱

小

教

団

で

あ

っ

た

か

明

白

だ

。

創

価

学

会

が

な

け

れ

ば

、

宗

門

の

存

続

は

難

し

か

っ

た

の

で

あ

る

。

（

続

く

） 
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